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抱水クロラール(350mg/Kg)投与にて麻酔後、定位的 (coordinatesfrom bregma 1; AP: 

















上記②で抽出した対照の海馬と KA投与後2週、投与後8週の肥大化海馬の totalRNA 1 
~を T12VN primer : Anc1， Anc2 図 2)を用い、 Superscript I reverse 
transcriptase( GIBCO)で逆転写し cDNAとした。この cDNAを鋳型としてアンカープライ
マー (Anc1， Anc2)と任意プライマー(Arbl，Arb2， Arb3 :図 2)を用い、 PCRを行い、断
片として増幅した。
この PCR増幅された cDNA断片を変性ポリアクリルアミドゲルにて電気泳動した。ゲル
をPlus-OneDNA staining kit (Arnarsham社製)にて染色し、可視化した(図3)。対照で




上記③にて回収した cDNAを精製後、 pGEM-Teasy vector system I cloning kit 




と60%以上の相同性が認められた(totalwindow: 67%， alignment window: 72%， 




るため insitu hybridizationを行った。上記の cDNAを取り込んだフラスミドをantisense
用にはPstI、 sense用にはSphIの制限酵素で処理後、 33p-UTPあるいはDigoxigenin(Dig) 
で標識された UTPを用い、 invitro transcriptionにより RNAprobeを作成した。クリオ
スタットにてー側 KA投与後脳の海馬を含む 20μmの冠状断凍結切片を作成、 APSコート
したスライドグラスへ貼付後、 4%パラホルムアルデヒドにて固定した。プロテイネース K
処理後、 prehybridizationし、 420Cで 72時間 hybridizationした。 RNase処理をし、最
終的には O.lxSSPEで洗浄し、 autoradiogramあるいは Digoxigeni(DIG)免疫組織化学に






















































両者には何らかの関連が示唆される。 KIAA02779は cDNA libraryから見出されたもので
あり、その生理的意義についてはわかっていない。これまで報告されている塩基配列の中で
相向性の最も高かったものは HumanFAT (cadhelin-like tumor suppressor gene， 
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Ancl 5'-AGCGACT1"1"1"1"1"1"1"I'I'ITGC-3 ' 
Anc2 5'-AGCGACTrrrrrrrrrITGG-3' 
Arbl 5'田GTIATCGCTIGGCAATCAGG-3' 










Clone No. Database files Identity (%) 
Mouse mRNA for initiation factor eIF-4AI 33 
2 Rat mRNA for prechromogranin A 26 
3 Mus musculus mcp-l receptor mRNA 23 
4 Human mRNA for KIAA0279 72 
5 Chicken mitochondrial phosphoenolpyruvate 25 
carboxykinase (PEP<ごK-M)mRNA
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GTCTCTCTGAAGACAGA仁TCAGGCAGAATGACTGTTGTCTCAAGGTC仁GG
GGGGC-GCTC仁仁仁ACGTAATGC仁TCATAACGGGGCAGCTTGGTCCCAGCA
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図8: Northem blotの結果。各レーン 5μgのpoly(A)Rl¥TAを用いた。L:肝臓、C:
正常マウスの大脳半球、日 :カイニン酸投与側の大脳半球。脳以外に肝臓でも長さ
よく 2kbのバンドが認められた。
図9:ラット脳発達期と終了後の insitu hybridizationの結果。生後O日目 (A、E)
では大脳皮質の皮質板と海馬に発現が強く認められた。生後7日目 (B)では皮質
の発現は低下し、生後O日目では認めらなかった。小脳に発現の増強が認められた。
生後28日目 (C) には生後8週日 (D，F)のものとほとんど変化は認められず、
小脳と海馬に強い発現が認められた。
